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事業の推進を図りながら

市民の要望にこたえる
|市長所信表明|

句2月定例市議会開く

え_~ 757号 (叡醤語綴喜)一一一広報

本
日
こ
こ
に
、
昭
和
丘
十
二
年
十
二

月
定
例
山
議
会
を
招
集
い
た
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
議
以
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て

は
公
私
と
も
お
忙
し
い
と
こ
ろ
出
席
を

賜
リ
ま
し
て
、
ま
こ
と
に
ご
苦
労
さ
ま

で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
議
会
は
、
私
に
と
っ
て
、
再
度
の

出
発
で
あ
リ
ま
し
て
、
こ
の
壇
上
に
た

ち
、
あ
ら
た
め
て
身
の

引
き
し
ま
る
思

い
を
い
た
す
次
第
で
あ
り
ま
す
。

由
緒
あ
る
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
束
信

地
域

の
中
舷
都
山
と
し
て
発
展
し
て
ま

い
り
ま
し
た
上
田
市
の
輝
か
し
い
成
果

を
受
け
継
ぎ
、
二
期
自

の
市
政
の
重
責

を
但
う
に
あ
た
り
ま
し
て
、
議
員
各
位

に
は
、
格
別
な
る
ご
支
媛
と
ご
協
力
を

賜
リ
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
を
申
し
上

げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

つ第 757号、

ご
寄
什
い
た
だ
い
た
株
券
め
売
却
を
予

定
し
、
財
政
調
整
基
金
と
し
て
一
億
円

を
積
立
て
、
来
年
度
以
降
内
事
業
基
金

と
す
る
な
ど

lp予
惇
を
汁
上

L
ま

に」。

こ
こ
に
諸
議
案
の
ご
審
議
を
お
願
い

す
る
に
あ
た
り
ま
し
て
、
所
信
の
一

端

を
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ま
ず
地
方
自
治
は
、
住
民
の
声
を
じ

ゅ
う
ぶ
ん
に
行
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
大
切
と
考
え
ま
す
。

こ
の
考
え
方
の
も
と
に
前
期
に
お
い

て
長
期
基
本
構
想
を
作
リ
、
こ
の
構
惣

を
進
め
る
た
め
に
、
さ
ら
に
市
民
の
皆

様
の
ご
立
見
を
聞
き
、
そ
の
上
に
た

っ

て
公
平
な
市
政
を
進
め
て
参
り
ま
し
た

私
は
今
固
め
選
挙
に
お
い
て
幾
多
の

公
約
を
か
か
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
が

こ
れ
を
行
財
政

の
中
に
ど

の
よ
う
に
組

み
入
れ
て
い
く
か
大
き
な
課
題
て
あ
り

ま
す
。現

夜
、
五
十
三
年
度
か
ら
の
実
施
計

画
の
策
定
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
が

農
業
推
進
委
員
会
委
託
料
三
百
万
円
、

段
村
総
合
モ
デ
ル
事
業
費
一
千
四
百
六

万
四
千
円
、
県
営
泉
国
的
厩
免
道
路
町
並
備

はを方〈極円長あく治すを財
こ 必は 、さめ高かり 、を 。つ 政

の至じ 中れ てにらまーとしけ事
ょ のめ央て不よーす時リかて情
う 様厳 を い 安 る 変 。のましいの

下選挙誌 な相し閉 ま定輸しす 油 くなき百午
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トJ なれ 政 のの 推 の成、さは現思の

泊 以 かまに伸 こ移悪長高な極今つ事
で す な び と を 化 、 度 い め の て 業
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大
型
腐
の
出
広
、
中
規
模
庖
の
新
増

設
に
よ
っ
て
、
既
存
小
売
業
者
に
相
当

の
彬
響
が
出
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
消

費
者
の
利
益
保
護
を
配
慮
し
な
が
ら
、

小
売
業
の
正
常
な
発
達
を
確
保
す
る
た

め
、
小
売
居
舗
の
適
正
な
配
置
と
事
業

活
動
の
調
援
を
行
い
、
調
和

の
と
れ
た

都
市
づ
く
り
を
図
る
「
上
田
市
大
型
庖

等
の
小
売
商
業
活
動
の
調
繁
に
関
す
る

条
例
」
の
制
定
。

小
売
業
者
相
互
間
の
小
売
尚
業
活
動

に
関
し
、
調
先
審
議
す
る
機
関
と
し
て

小
売
商
業
活
動
調
繁
審
議
会
を
設
置
す

る
「
附
属
機
関
に
関
す
る
条
例
」
の
一

〈輸出司
書
同
魯
貝
〉

西
部
公
民
館
用
地
購
入
資
、
三
千
八

百
五
十
七
万
円
、
市
民
体
育
館
消
防
用

額
の

引
き
上
げ
、
貸
付
期
限
の
延
長
等

の
融
資
制
度
の
充
実
を
図
リ
ま
し
た
。

さ
ら
に
消
賞
者
の
利
益
の
保
議
、
小

売
業
の
健
全
な
発
展
を
図
リ
、
大
中
型

庖
の
進
出
に
よ
る
粉
争
を
未
然
に
防
ぐ

目
的
で
条
例
を
制
定
し
、
調
繁
を
図
る

こ
と
に
し
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
等
を
含
め
て
、
今
回
提
案
い
た

し
ま
し
た
議
案
は
、
条
例
案
十
件
、
決

算
認
定
八
件
、
予
算
案
九
件
、
事
件
決

議
案
三
件
及
び
報
告
一
件
の
合
計
三
十

一
件
で
あ
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
こ
審

議
の
う
、
ぇ
、
適
切
な
る
ご
議
決
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

施
設
条
例
」
の
一
部
改
正
な
ど
十
件
を

提
案
い
た
し
ま
し
た
。

臼
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

補
正
額
六
億
八
千
百
四
十
七
万
四
千

円
を
計
上
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
総

予
算
額
は
、
百
十
四
億
五
千
四
百
六
十

六
万
円
と
な
り
、
前
年
同
期
に
比
し
て

一
一
六
・
九
%
と
な
り
ま
す
。

マ
歳
入
の
主
な
も
の

市
償
、
一
億
七
千
五
百
九
十
万
円
。

繰
越
金
、
一
億
五
千
百
四
十
三
万
五
千

円
。
地
方
交
付
税
、
一
億
三
千
二
百
三

十
四
万
九
千
円
な
ど
収
入
可
能
な
範
囲

で
計
上
し
ま
し
た
。

マ
歳
出
の
主
な
も
の

〈

総

務

費

〉

山
浦
国
嗣

へ
く
に
つ
ぐ
)
さ
ん
か
ら

三
百
九
十
九
万
五
千
余
円
と
い
ず
れ
も
黒
?
決
算
と
な
リ
ま
し
た
e

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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に
は
、
格
別
な
る
ご
支
媛
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
を
申
し
上

げ
る
次
第
で
ご
ぎ
い
ま
す
・

t:一一→震描縦j}) 第 757号、

?
事
，
Hη

い
と
だ

L
L
融
専
向
車
花
却

ιι
予

定
L
.
財
政
調
象
基
金
と
し
て
一
億
円

を
織
な
て
、
来
年
度
以
降
の
事
業
基
金

と
す
る
な
ど
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た。

〈
民
生
費
〉

老
人
医
療
従
特
別
給
付
金
の
追
加
分

一
千
七
百
万
円
、
γ

れ
井
光

一
さ
ん

か
ら

の
ニ
得
付
五
行
万
円
を
点
訳
奉
仕
活
動

法
金
積
立
金
と
す
る
な
ど
の
予
算
を
計

上
し
ま
し
た
。

〈
衛
生
貸
〉

し
ん
か
い
、
危
険
物
収
集
委
託
料
の

山
川
三
行
丘
十
三
万
八
下
円
、
同
和
対

策
が
業

の
簡
易
浄
化
そ
う
設
中
国
補
助
金

米
築
地
問
地
し
以
浄
化
そ
う
改
修
工
ギ

納
助
金
な
ど
環
境
杉
備
な
ど
の
予
算
を

計
上
し
ま
し
た
。

〈
農
林
水
産
業
費
〉

米
の
減
反
調
幣
対
策
の
地
域
ぐ
る
み

えつーベ3)ー一一一一昭和52年12月16日 広報

石
井
さ
ん
の

ご
好
意
で

点
訳
奉
仕
活
動

基
金
が
充
実

石
井
光
一
さ
ん
(
大
手
二

)
の
嵯

か
い
ご
好
意
で
生
れ
た
「
点
訳
奉
仕

活
動
等
行
井
基
金
」
は
、
さ
ら
に
、

そ
の
充
実
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
と
再

び
石
井
さ
ん
か
ら
五
百
万
円
の
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
、
一
段
と
充
実
し
ま

し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

ま
す
。

現
丘
、
五
十
三
年
度
か
ら
の
実
地
計

画
の
策
定
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
が

農
業
推
進
委
員
会
委
託
料
一
二
百
万
円
、

農
村
総
合

モ
デ
ル
事
業
費
一
千
四
百
六

万
四
下
円
、
山
県
営
泉
回
内
町
免
道
路
怒
備

事
業
伐
負
刊
金
八
百
五
十
六
万
一
千
同

な
ど
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た。

〈
商
工
費
〉

卸
団
地
共
同
化
事
業
補
助
金
、
五
百

万
円
、
中
小
企
業
融
資
制
度
へ
共
同
事

業
資
金
設
定
と
各
種
融
資
の
貸
付
額
の

増
額
に
よ
る
融
資
預
託
金
の
追
加
一
千

万
円
な
ど
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

〈
土
木
費
〉

道
路
新
設
改
良
工
事
費
三
千
万
円
、

河
川
用
悪
水
路
改
修
工
事
費
二
千
三
百

万
円
、
秋
和
上
堀
線
事
業
費
一
千
五
百

万
円
、
新
参
町
下
郷
線
事
業
費
二
千
万

円
、
自
然
運
動
公
園
配
水
池
工
事
費
負

担
金
二
千
百
十
五
万
円
な
ど
の
予
算
を

計
上
し
ま
し
た
。

つ
市民の皆様には年末何かとご多忙の折り

いよいよご清栄のことと拝察申しあげます。

皆機すでにこ承知のとおり、昭和50年 10

月公職選挙法ヵ、改正され、 「寄付行為の禁

11.等」規制を受けてまいりました。私たち

さし、あー・手
、困圃.

話
運
営
委
員
会

の
答
申
も
受
け
、
使
用
料
金
を
改
正
す

る
「
上
田
市
塩
田
地
区
有
線
放
送
電
話

に

関

し

と

し

て

小
売
商
業
活
動
調
繁
審
議
会
を
設
置
す

る
「
附
属
機
関
に
関
す
る
条
例
」
の
一

〈
勅
mm

宜
同
審
H
V

西
部
公
民
館
用
地
購
入
費、

三
千
八

百
五
十
七
万
問
、
市
民
体
育
館
消
防
用

設
備
工
事
資
五
千
六
百
万
円
、
庭
球

コ

ー
ト
施
設
改
修
工
事
費

一
千
六
百
三
十

万
円
、
各
小
学
校
の
施
設
笠
備
費
お
よ

び
補
修
工
事
費
一
千
万
円
、
教
材
、
教

具
用
備
品
費
、
需
用
費
、
債
務
解
消
の

た
め
の
神
川
小
学
校
校
舎
改
築
工
事
費

五
千
六
百
六
万
五
千
円
、
川
辺
小
学
校

校
舎
改
築
工
事
資
、
五
千
百
五
十
三
万

円
な
ど
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

日
年
度
一
般
会
計

特
別
会
計
と
も
黒
字

五
十
↑
年
度
一
般
会
計
は
、
一
億
八

千
百
四
十
三
万
五
千
余
円
、
特
別
会
計

も
国
保
会
計
な
ど
七
会
計
で
一
億
四
下

市議会議員は以来法の題旨を尊重して次の

半項を守 っていくことにしております。

従来の慣行を考えますとき、非礼にわたる

こともあるかと存じますが市民の皆様の深

いご舟.解とご協力をお願い申しあげます。

なお虚礼廃止の申し合せにより年賀状、

害事暑見舞状も自粛致しますのであわせてこ

了承のほどお願い申しあげます。

マ
歳
出
の
主
な
も
の

〈総
務
費
〉

山
浦
国
嗣

(
く
に
つ
ぐ
)
さ
ん
か
ら

:ま的登た日 |百
!でに載、ま毎 ー i九

:に 審申 良守 年 農業委員会委員の ;十
1市査請業い 一
!iきを書委 l長月 . .•.. !万

性行は 員 業 一 選挙人名簿の !五
! ~;い、会委回 目リ

!理、形委員現 ム h ・ ‘ !余

i委一式 員 会在 登載申請や !円
!異月お選にで ‘'司・一一~ ! 

i会三よ挙提、 、 一 !ぃ

1に十び人出向 わすれずに け
!送一実名さ月 .， - / . - ~ 

i付日質簿れ十 iも

;てまきがさ 挙 一 三 供五調に 蓄 す !黒
iくすれあれ申に年月縦 L 日 繁 践に市 る i字
!だめな つ な請使間三覧ま間し業 基選こ 1決
iさでいてい書わ、十がす、て委 づ挙と !算
!い、のも場がれ農ーす 。市、員い 管に !と
. 必で、合、ま業日ん 役 二 会 て 理 な !主
j ず投選は提す委にだ 所月委 、委つ iリ
! 期票挙、出 。員確同 に 二員二員て !1. 
・ 限で人実期 会定選 お十選月 会い !L
i 内き名質限 のし挙 い 三 挙 こはま jベ
; にな簿上内 委、人 て 白人 十 、す !
i 提 く に選に 貝そ名 縦か 名 臼同 i 
! 出な登挙提 めの簿 覧 ら 簿 ま 申 j 

i しり録権出 選後は に十 をで請 i 
、_._.._.・，，_.._.._.._.._.._..一_._.._..・e・.._._..一_.._._..・.._.._.._._一..._._.._._-一一._._._...i

三-，
日し

一、寄付行為は、いかなる理由をも ってす

二 、!愛'1) (結婚式、葬儀、法要、起工式、

/会成式、成人ょに、出初め式、入学 式 、 卒

業式、老人会、名寄り、花火、展覧会、共

遊会、会開スポーツ大会などの各種会合

を含む)における祝儀、香典、生花、花

給、供物、カ ップなどの金品を贈ること

るも全廃する 。

は廃止する 。

三、お中元、お歳暮等は廃止する 。

四、災害に対する見舞のため金品を贈るこ

とは廃止する 。

丘、陳情や一般各種団体旅行などにおける

来物、金品 、飲食の提供は行わない。

六、以上のことは、各議員後援会の名にお

いて行 う場合も同様とする 。

昭和52年 12月16日

上田市議会議員一同
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山
氏
の
皆
さ
ん
に
市
の
財
政
を
周
一解

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
上
半
期
と

下
半
期
の
二
回
、
定
期
的
に
財
政
内
容

を
公
表
し
て
い
ま
す
。

五
十
二
年
度
上
半
期
(
五
十
二
年
四

月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
)
の
財
政
状

況
を
会
計
別
に
ク
ラ
フ
や
表
に
あ
ら
わ

し
て
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
が
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
ご
ら
ん
に
な
っ

て、

市
政

へ
の
理
解
を
深
め
て
く
だ
さ

注

1
表
・
グ
ラ
フ
の
数
字
は
万
円
以

下
切
り
す
て
。

昭和52年度上半期

え

ー

ー

ーー

ー

ー

ー

ー
ーー

一一

つ

主

事

業

な

_~ 757号 (寄稿縦割一一広報

乏人医療質、乳幼児医療代給付 金、身

障者医療行補助などのはか、怖がle保育

問、有fi川第 2保育一l凋 {:I:unの用築など

di l(1¥'，';.t止の

費

の保育行政、 !，5J和 行政など、

li'J Iに力が注がれています。

生民

一般会計上半期収支状況
(52年 9月30日現在)

特別会計上半期収支状況
(52年 9月30日現在)

5，!章 10，f章

13魁謹
一宇一 -22憎9，010万円

vU話161Aす市芳宵Fマ?でlC:コ
ー 51'9，527万円

石二二二ニ2亙豆亙E亙豆担て
一一一一_j11118，448万円
引!5，140万円

---0 円

川憾恥式決和川々 ら悩明視 81軍9，241万円
4万円

5刷 ，231万円 ，--一一一歳 入
1111，417万円 | 

|総予算額 1071意7，318万円
(1∞%) 

|総収入済額 471意2，956万円
(43.9%) 

ifご二コ予算額 仁二コ収入済額

l 0， 億 15，億

向田~品一一ーーι直面昌也ー当証幽』

三三三三コfL2122E
~t J 匂~必ーーム品目幽包

ー16119，496万円
31軍7，964万円

、ーが 品倫郊心 Zぷ す包括忠?今 明九霊場 制定4_030万lI'i
511:4，145万円

二二二二::::I12ff2，553万円
6壇上701万円

:T11011.9，016万円
ーでで~- 8f軍8，676万円

8f'7，日6万円

ーーー一一一ー 一一一::-21tl，686万円

:1iZJ，22R 
5ff2，826万円
21電7，303万円

J3f!2258万円
11'4，331万円

11"6，837万円
8，018万円

歳 出

総予算額 107億 7，318万円
(100%) 

総支出済額 461意2，893万円
(43%) 

ε二三3予算額 仁二コ 支出済額

考〕山一一一一一…一……一一一一一…一一一円
債務負担行為 (52年 9月30日現在) 一時借入金

(52年 9月30日現在)

税市歳出

総干草額 371章2，315万円
(10000 

総支出満額 111章8，429万円
(318%) 

予算額

L_J 支出満額

歳 入

揖予耳踊 371軍2，315万円
(100%) 

邑田入JiI!' 121曹1，674万円
(327%) 

区二二ヨ予 算 額

[' 1収入酒額

2'・5f-'司

一般会計現在高

。
特別会計現在高

O 

企業会計現在高

。

』一一一一一一一~一一一一一一一一一〔参
地方債現在高(52年 9月30日現在)

区 分 議決額 実負担額

一般会計現在高 643，462万円 266，901万円

特別会計現在高 0万円 0万円

企業会計現在高 0万円 0万円

計 643，462万円 266，901万円

o議戻額は議会てノ兵u忍された限度額、実i't判官民は'Jミ際
に負tu.する客員

~ 分 金 害責

一般会計現在高 351.192万円

特別会計現在高 172，571万円

企業会計現在高 223，138万円

(26FILSiliR) 
j十 746，902万円



一日 一一昭和52年12月16日 広報うえ t:一一(草稿縦割 第 757号_ I _~ 757 

〈勤労青少年ホームだより>
気軽にみんな参加しよう j 

〈申込みはいずれも膏少年ホームへ〉 : 

宮 @ 7I I 7上回公圏内 ; 

bクリスマスダンスJιティー寸 : 
働 く青少年のみ なさ ん 、友情を深 :

め楽しい ダン ス パーティーにしまし i

ょっ。 !

と きー 12月22日木曜日午後 6時:
~同 9時 i

と ころ= 上回勤労 者 悩 祉 セ ン タ i

スキーの仲間ヵ、 い な い。一緒 に 滑 i

べ れる flP削 が 欲しいと思 って いる 青 i

少年のみ な さん 、 「ス キークラブJ ! 
を結 成し ますので参加 してくだ さい。i

自営 業、 家事 手ー伝い、小 さな事 業所 i

に勤めて い る 人大歓 迎 / i 

き一 12月24日土 曜日午後 6時 i

スキーを は じめようと 思 っている i

人、まだよく 滑れ な い人みんな参加 1
しよう 。 i

と き=53年 1月中 の次の曜日 j 

③ 日曜コ ース@火曜コ ース 1
0水Bltコース 1 

と こ ろ=管ヂスキー場 1 
申込期日 = 坂イ1:受 付中、 実 地 期 間 中 i

も受付 ます。 !

⑪いず れ も 日帰リ で 受 講料 は無料で j
すが、スポーソ 障 害保険に )JJI入し i

娘一近、背少年の問 でボラ ンティア活 ;

動に参加 する人が別 えています。 ボ:

ラ ンティ アに参加 したい人、 現の:活 ;

動している人、 iPl.去を として 悩祉法な :

どを 勉 強したい人など悩祉に関心の ;

ある人li参 加 しよ う。 : 

と き=53王手 l月から 3月までの ;

毎週1:曜 日 ; 

ところ= 背 少 年 ホ ー ム 図 書 室 : 

申込期日= 1月 10日火曜 日まで受付 ;

ま t.

大ホ ー ル

会 費= 1人 300円

申込期日一当 日で も受 付 ま す。

bスキークラブを結成 d

ど

ヵ、ら

ところ= す 少年 ホー ム和室

申込期日 一当 日まで受付ま す 。

b初心者スキー教室寸

ていただきます。

b私たちの福祉講座 寸

土木費 教 育 費

道路の新設改良、市道長 走線

(写点、上塩尻) などの舗装、

補修、 交 通安 全施設などに力が

注ヵ、れ て います。

神川・ 豊殿 ・中塩田 (万点)

小 学 校 の 上院'改築、第一中学校音

楽 宅の新 築など小中ザ:校の充実

に力が注がれ ています。 JirJ 

附
仲

間

グ〉

財産表 (52年 9月30日現在)

住毛~ 土 有 4責

債務負担議決額 643，462万円
r-̂-一、

価

建積F面型敷地積面
JL 

実 負 担額 266，901万円 証

林 物 地 券 金

-ノ-L、ー

九 五
四二 四 九 ーノム¥ー 一 。
六九、 、

九
六七 五 五 七 。

四 七 四
二九 八 九 万 万
汀l'口l' 汀l' 汀l' 口l' 円 円

5壇

地方債現在高 一一(単位万円)(52年 9月30日現在)
地方

区 分 一般会計 特別会計 メ口L 計

52年 3月末日現在額 305，882 138，493 444，375 

52年 4年月 1[lから
60，120 34，990 95，110 52if-9月末日ま での借入額

52年 4年月 1Flから
14，809 912 15，721 52if-9月末日ま での償還額

差引現在額 3 51 ， 1 92 民~竺)竺
"----------一ー一一一一一一

特別

企業
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好
評
だ
っ
た

一
日
四
百
円

の
献
立

コ
ー
ナ
ー

「
生
活
に
役
立
つ
」
と

好
評
だ
っ
た

み
ん
な
の
生
活
展
終
る

消
A
H
者
、
内
版
業
者
、
↑
卒
業
者
な
ど
市

民
総
参
加
に
川
、ぇ
、
周
辺
町
村
な
ど
多

く
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
、
十

一
月

二
十
五
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
、
は
て

い
や
五
階
催
し
場
で
行

っ
た

「
み
ん
な

の
生
活
展
」
は
、
約
六
下
人
の
観
覧
者

て
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

経
済
の
不
況
下
に
あ

っ
て
、
消
資
者

の
幕
ら
し
の
見
直
し
に
対
す
る
関
心
い
か

高
か

っ
た
こ
と
、
ま
た
、
毎
日
の
生
活

に
身
近
な
問
題
が
多
く
展
示
さ
れ
た
た

め
「
身
近
な
こ
と
な
の
で
教
え
ら
れ
る

えヴ報広町
切

忽
認

間

例

市

は

、
十

一
月
二
十
八
日
、
特
別

議

職

報

酬

等

審

議

会

を

設

け

、
十
人
の

傑
委
員
を
委
嘱
、
会
長
に
橋
詰
一
男
さ

一

ん
(
自
治
会
連
合
会
長
)
、
会
長
代

一
一
理
に
小
山
喜
太
郎
さ
ん
(
商
工
会
議

一
4

所
会
頭
)
を
選
び
、
市
長
、
助
役
、

一
一
収
入
役

の
給
料
と
市
議
会
議
員
の
報

号

一

酬

の
額
に
つ
い
て
審
議
に
入
り
ま
し

問

た
。
答
申
は
、
来
年
の
一

月
二
十
日

第
一
)
ろ
に
な
る
予
定
で
す
。

特
別
職
報
酬
等

審
議
会
開
く

757号~

こ
と
が
多
い

し
「
生
活
に
役
立
て
た
い

」

「身
の
回
り
を
も
う
少
し
見
直
さ
な
け

れ
ば
・
:
:
:
」
と
関
心
を
持

っ
た
人
が

多
く
み

ら
れ
た
中
で
、
婦
人
観
覧
者
に

混
じ

っ
て
熱
心
に
メ
モ
を
と
る
男
性
の

姿
が
み
ら
れ
る
な
ど
か
な
り
の
成
果
が

得
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
青
果

物

の
産
直
、
不
用
口
聞
の
再
利
用
、
無
添

加
食
品

の
実
費
頒
布
コ

ー
ナ
ー
な
ど
が

好
評
を
得
、
消
費
者
自
身
が
活
動
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
必
要
性
が
理
解
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
公
害
問
題
、
薬
草
の
効
用
、

旺
芽

(
は
い
が

)
米
や
米
を
使

っ
た
お

や
つ
の
試
食
、

リ
フ
ォ

ー
ム
コ

ー
ナ
ー

な
ど
に
関
心
を
示
し
た
人
も
多
く
、
こ

れ
か
ら
の
生
活
の
中
で
生
か
し
て
行
こ

守
綱

J
'札

実
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
民
が

熱
心
に
質
問

n

販
売
士
会
の
価
格
ク
イ
ズ
も

人
気
が
あ
り
ま
し
た

せ

よ
り
母
親

いか

い
な

い
家
庭
で
、
同
居

の
家
族
に
保
育
す
る
人
か
い
な
い
場

合
。

う
と
す
る
空
気
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た

御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
各
関
係
団
体

の
皆
さ
ん
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

ー

ー
ー

ー

ーー

員一
一
人
事
異
動

課
長
級
マ
川
西
支
所
住
民
課
長
の
兼

務

を

解

く

関

弘

幸

(
川
西
支
所
長

)

マ

市

民

会

館

館

長

佐

藤

保

(保
健

予
防
課
長

)
マ
国
道
バ
イ
パ
ス
課
長

川
上
哲
治

(
用
地
開
発
課
長
)
マ
川
西

支
所
住
民
課
長

中
沢

武

(
塩
田
支

所
住
民
課
長
)
マ

教
育
委
員
会
事
務
局

付
脇
坂
友
三
郎
(
浄
水
管
理
事
務
所

長
)
マ
保
健
予
防
課
長
出
野
正
次
(
昇

格
・
企
画
係
長
)
マ
商
工
課
長

篠
井

主

い
人
は
、

申
請
占
の
証
明
欄
に
事

業
所
の

d
明
、
病
人
の
肴
必
、
ま
た

は
母
親
が
病
気

の
人
は
、

そ
の
診
断

12月1日イ寸

昭
三

(
昇
格
・
秘
書
係
長
)
マ
庖
回
支

所
住
民
謀
長
兼
塩
田
母
子
健
康
セ

ン
タ

ー

所

長

山

浦

一興

(
昇
格
・
商
工
係

長
)
マ
浄
水
管
理
事
務
所
長

九
山

巌

(
昇
格
・
第

一
工
事
係
長

)

係
長
級
マ
秘
書
係
長
兼
広
報
広
聴
係

長

、

課

長

補

佐

小

池

毅

(
耕
地
課

庶
務
係
長

)
マ

企

画

係

長

課

長
補
佐

西
沢

一
平

(
学
校
教
育
課
庶
務
係
長
)

マ
商
工
係
長
兼
計
量
係
長
課
長
補
佐

川
上
世
間
男

(
商
工
相
談
所
長
)
マ
家
庭

児
童
相
談
係
長
、
課
長
補
佐
竹
内
昭

吾

(
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
庶
務
係
長

)

マ
学
校
教
育
課
庶
務
係
長
、
課
長
補
佐

中
島
孝
一

(
収
税
課
管
理
係
長

)
マ
商

工
相
談
所
長
鈴
木
秀
一
郎

(新
幹
線

係
長
)
マ
耕
地
課
庶
務
係
長
柄
沢
芳

樹

(家
庭
児
童
相
談
係
長
)
マ
都
市
施

設
係
長
兼
調
査
計
画
係
長
大
井
戸
荘

平

(
都
市
計
画
係
長
)
マ
国
道
バ
イ
パ

ス
諜
庶
務
用
地
係
長

緑

川
雄
三

(
用

地
開
発
課
用
地
開
発
係
長
)
マ
国
道
バ

イ
パ
ス
課
事
業
係
長
塩
之
入
真
(都

市
計
画
課
国
道
バ
イ
パ
ス
係
長
)
マ
第

一
工
事
係
長
小
林
政
治

(
浄
水
管
理

係
長
)
マ
収
税
課
管
理
係
長
若
林

基

(
国
保
年
金
課
主
査
)
マ
新
幹
線
係

長
、
竹
沢
栄
一

(
学
校
教
育
課
主
査
)

マ
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
庶
務
係
長
兼
給

食

係

長

福

沢

袈

裟

雄

(業
務
課
主
査
)

マ
浄
水
管
理
係
長
心
得
逢
坂
秀
重
(浄

水
管
理
事
務
所
主
査
)

主
査
級

マ
国
道
バ
イ
パ
ス
謀
、
モ
食

小

林

繁

(工
務
課
主
査
」

学
校
教
育
法
に
よ

っ
て
設
け
ら
れ
る
闘

で
、
幼
児
いか
小
学
校
へ
入
学
す
る
ま
で

の
教
育
を
目
的
と
し
て
い

ま

す

市

内
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}
ろ
に
な
る
予
定
て
す
。

実
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
民
が

熱
心
に
質
問
。、可--剖 与 i但樹園品

: 12月 l日大屋でヤマメ、イフナの料理

庖を経営されている角竜さん力、 開庖ー

. 周年記念になにか喜ばれること をと、 老

; 人福祉センターを訪れ、イウナの車IJ身を

プレゼン卜、お年寄りも珍しい料理に舌

; 鼓を打っていました。

保
育
園入

園
申
請
の
受
付

ー
月
お
日
何
j

2
月
M
日
働

えつ

米
年
四
月

に
入
国
す
る
保
育
園
児
の

人
凶
受
付
を
下
表
に
よ
リ
、
各
保
育
閤

ご
と
に
行
い
ま
す
の
で
、
入
国
希
望
者

で
次
に
該
当
す
る
人
は
、
希
望
す
る
保

育
園
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

〈入
園
条
件
〉

l
、
母
親
が
勤
め
て
い
て
、
同
居
の
家

族
に
保
育
す
る
人
し
か
い
f
d
い
場
合
。

2
、
母
織
が
家
庭
内
で
、
家
事
以
外
の

仕
事
、
ま
た
は
、
自
営
業
、
農
業
に

従
ギ
し
て
い
て
、
同
居
の
家
族
に
保

育
す
る
人
が
い
な
い
場
合
。

3
、
母
親
が
出
産
の
前
後
、
ま
た
は
疾

病
あ
る
い
は
、
心
身
に
障
害
し
か
あ
り

川
析

の
家
政
に
保
有
す
る
人
が
い
る

い
場
介
。

4
、
家
紋
に
長
期
に
わ
た
る
病
人
、
ま

一(7ト一一-1l~HU52 年 12 月 16 日 広報

た
は
心
身
に
障
害
の
あ
る
人
が
い
て

母
親
が
常
に
そ
の
玉
川
病
に
あ
た

り
、

同
情
の
家
紋
に
保
育
す
る
人
が
い
な

い
場
合
。

5
、
死
亡
、

ま
た
は
行
方
不
明
な
ど
に

販
売
士
会
の
価
格
ク
イ
ズ
も

人
気
が
あ
り
ま
し
た

よ
り
母
親
が
い
主
い
家
庭
で
、
同
居

の
家
族
に
保
育
す
る
人
が
い
な
い
場

A
n
。

6
、
災
害
に
よ

っ
て
居
毛
を
失
い
、
ま

た
は
破
損
し
、
そ
の
復
旧
の
た
め
に

保
育
が
で
き
な
い
場
合
。

〈
申
請
方
法
〉

入
国
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

添
付
書
類
を
付
け
て
、
希
望
す
る
保
育

園
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、

各
保
育
園
、
民
生
(
児
童
)
委
員
、
市

役
所
保
育
課
に
あ
り
ま
す
。

〈
添
付
書
類
〉

l
、
家
族
で
収
入
の
あ
る
人
の
五
十
二

年
度
源
泉
徴
収
票
の
写
し
、
所
得
税

が
か
か
ら
な
い
人
は
、
五
十
二
年
度

市
県
民
税
納
税
通
知
書
。

2
、
固
定
資
産
の
あ
る
人
は
、
五
十
二

年
度
固
定
資
産
税
納
入
通
知
書
。

3
、
出
産
前
後
で
入
園
を
希
望
す
る
人

は
母
子
手
帳
。

4
、
内
職
、
パ
ー
ト
な
ど
で
保
育
で
き

国 名 期日 国 名 期日

東部保育 園 1月23日 I皇国 北 保育園 811 

川 辺保育園 24 ~聞西保育園 6 

t亙 l元保育園 25 浦 里 保 育 園 9 

泉田保育ー園 2(， 白銀保育関 9 

神川 第一保育園 26 小泉保育園 10 

神川第二保育園 27 室質保育園 10 

神科第一保育園 30 城 下 保 育 園 13 

神科第二保育園 31 国分保育園 14 

豊殿保育 園 31 ときわ保育園 14 

南部保育 園 2月1 下之 条 保 育 園 15 

北保育園 2 甘 露 園 16 

悔が 丘 保有国 2 芙蓉保育園 17 

若葉 保 育一割 1 I J_¥!(ミカエ1.イ果育図 20 

かしわ保育問 3 歓 喜 国 20 

西塩 田 保育園 3 極楽寺保育園 21 

ふたば保育問 6 西丘保育園 21 

塩田中央保育園 7 I rti役 lilTf米子I謀22，23、24

入国受付日程表

格
・
企
画
係
長
)
マ
商
工
課
長

な
い
人
は
、
申
請
書
の
証
明
欄
に
事

業
所

の
証
明
、
病
人
の
看
護
、
ま
た

は
母
親
が
病
気
の
人
は
、
そ
の
診
断

書
。

5
、
五
十
二
年
一
月
一
日
以
降
に
住
所

を
変
え
ら
れ
た
人
は
、
そ
の
旨
申
し

で
て
く
だ
さ
い
。

6
、
同
居
の
七
十
歳
未
満
の
祖
父
母
が

あ
る
場
合
で
、

祖
父
母
が
保
育
で
き

な
い
時
は
、
そ
の
証
明
が
で
き
る
書

煩
。

@
添
付
書
類
が
不
完
全
な
場
合
は
、

申
請
書
を
受
付
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

乳幼児の
環境が

入国の条件

受付時間=o-fUiI世]Ij、いすれし'F後 l時-[百J4 
s.¥'30'，j、 i民1'i諜の，q'liIj8時30分~午後 5時

保育行政に

ご理解を

市
内
に
あ
る
乳
幼
児
施
設
は
、
幼
稚

園
が
私
立
六
圏
、
保
育
園
が
市
立
二
十

七
圏
、
私
立
六
園
、
市
立
の
乳
児
院
一

園
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
法
律
に
基
づ
い

て
目
的
を
定
的
、
一
連
営
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
幼
稚
園
と
保
育
闘
で
は
そ
の
目

的
が
途

っ
て
い
ま
す
。

幼
稚
園
は

幼
児
の
教
育
の
場

幼
削
刊
闘
は
、
教
行
法
本
法
に
誌
づ
く

桜
井

林

繁
(
工
務
課
主
査
)

学
校
教
育
法
に
よ

っ
て
設
け
ら
れ
る
掴

で
、
幼
児
が
小
学
校
へ
入
学
す
る
ま
で

の
教
育
を
目
的
と
し
て
い
ま
す

n

市
内

に
は
、
梅
花
幼
稚
園
、
た
ち
ば
な
幼
稚

園
、
聖
7

リ
ヤ
幼
稚
園
、
上
回
幼
稚
園

大
屋
幼
稚
園
、
上
回
南
幼
稚
園
が
あ
り

ま
す
。保

育
園
は
保
護
者
が

保
育
で
き
な

い
児
童
を

対
象

保
育
園
は
、
児
童
福
祉
法
に
よ
り
設

け
ら
れ
る
園
で
、
保
議
者
が
労
働
、
疾

病
な
ど
の
事
情
に
よ
リ
、
乳
幼
児
を
保

育
で
き
な
い
時
に
預
か
り
、
乳
幼
児
の

め
ん
ど
う
を
見
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
幼
稚
園
は
、
就
学
前
の

教
育
の
場
で
す
の
で
、
特
別
な
条
件
は

な
く
、
希
望
す
れ
ば
入
国
で
き
ま
す
が

保
育
闘
は
、
乳
幼
児
の
環
境
が
大
き
な

入
閣
の
条
件
と
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

乳
幼
児
は
、
本
来
、
保
護
者
の
も
と

で
保
育
さ
れ
る
の
が
望
ま
し
い
わ
け
で

す
が
、
共
か
せ
ぎ
の
増
加
、
舷
家
族
化

の
進
行
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
の
変
化

ま
た
は
、
い
ろ
い
ろ
な
家
庭
事
情
に
よ

り
、
保
育
聞
に
人
凶
を
希
叫
正
す
る
保
道

者
か
別
加
し
、
ト
巾
の
保
育
行
政
も
か
な

り
の
付
策
を
行

っ
て
い
ま
す
か
、
毎
年

人
闘
を
希
望
す
る
乳
幼
児
の
受
け
い
れ

が
か
な
り
背
し
い
状
況
と
な

コ
て
い
ま

す
の
て
、
削
除
品
川
闘
の
円
的
を
ζ
m
h
M
併
の

う
、
ぇ
-
}
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
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上
小
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、
次
に

よ
り
各
種
職
業
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま

す
の
で
、
希
望
者
は
早
目
に
申
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

技
術
は
一
生
の
宝
と
よ
く
言
わ
れ
ま

す
。
手
に
職
を
持
っ
た
人
は
、
不
況
に

も
強
く
、
安
定
し
た
生
活
が
保
証
さ
れ

ま
す
の
で
、
若
い
う
ち
に
技
術
を
身
に

つ
け
ま
し
ょ
う。

対
象
者

1
来
春
、
中
学
、
高
校
を
卒
業

し
て
、
上
小
地
区
の
事
業
所
へ
就
職

す
る
人
で
す
が
、
す
で
に
就
職
さ
れ

た
人
で
希
望
す
る
人
は
申
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

職

種

H
H
建
築
料
、
板
金
科
、
左
官
科

機
械
科
、
電
気
機
器
科
、
造
園
科
、

えつ_" 757号 (貯溢握綴朝一一一広報

クラツ

地震への備えを万全にしよう

⑬ 

ときたら・・・

火災を広がらせ な いためには、消火の時 機

相互協力

畳
科
、
表
具
科
、
建
築
製
図
科
、
和

裁
科
、
編
物
科
。

申
込
期
日

l
五
十
三
年
三
月
末
日
ま
で

必
要
書
類

・
お
閉
会
せ

l
入
校
申
込
用

紙

へ
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
上
小

高
等
職
業
訓
練
校
へ
申
込
ん
で
く
だ

さ
い

(
申
込
用
紙
は
、
同
校
に
あ
り

ま
す
。
天
神
二

宮
@
一
一
六
六
六

)

そ
の
他
H
H
授
業
料
な
ど
は
、
事
業
主
が

負
担
し
て
く
れ
ま
す
。

六
日
間
の
講
習
で
、
試
験
で
は
谷
易

に
と
れ
な
い
「
職
業
訓
練
指
導
員
」
の

資
格
が
得
ら
れ
ま
す
の
で
、
次
に
該
当

す
る
希
望
者
は
、
早
目
に
申
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

(
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り

を失わないことが大切 です。 火が出たら直ち

に消防署に知らせるのが一番大切なこ とです

が、 I也誕の 場合は、電話線が切断されている

こと もじゅ うぶん考えられますので、 日町長か

ら隣近所との コ ミュニケーションを図 ってお

くととも に、町内会や自治会などで話し合い

お互いに 協力して情報伝達、消火活動、避聖ft

誘導、紋助 救 護 活 動 などを行う体制 を作って

ま
す

)

資

格

1
同
一
職
種
で
実
務
経
験
が
十

五
年
以
上
あ
る
入
。

申
込
方
法
H

一
月
十
白
川
ま
で
に
受
講

申
請
書
と
職
歴
証
明
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
上
小
高
等
職
業
訓
練
校

へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い

。

定
員
・
受
講
料
H
H
四
十
名
。
三
千
円

(
テ
キ
ス
ト
代
含
む

)

講
習
期
日
M
M
五
十
三
年
一
月
三
十
日
間

か
ら
二
月
四
日

ω

会

場

・

お

問

合

せ
H
H
上
小
高
等
職
業

訓
練
校
(
天
神
三
宮
@
二
六
六
六

)

職
業
訓
練
指
導
員
の
資
格
を
得
る
と

訓
練
生
の
養
成
が
で
き
、
ま
た
、
技
能

検
定
試
験
の
際
、
一
級
、
二
級
と
も
学

科
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

おきましょっ。

十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
、
全
国
い

っ
せ
い
に

「
工
業
統
計
調
査
」
が
行
わ

れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
毎
年
国
が
行
う
も
の

で
、
す

べ
て
の
生
産
活
動
を
行

っ
て
い

る
事
業
所
を
対
象
に
、
組
織
、
従
業
員

数
、
製
造
品
目
、
規
模
別
に
製
造
活
動

の
状
態
を
明
ら
か
に
し
て
、
市
町
村

の

行
政
や
経
済
施
策
に
役
立
て

る
資
料
を

得
る
た
め
行
い
ま
す
。

調
を
に
は
、
調
先
円
以
が
調
海
副
門
前
を
持

参
し
て
、
記
入
万
法
な
ど
を
説
明
し
ま

す
の
で

ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

〈
お
閉
会
せ
〉

企
画
課
統
計
係

(
宮
@
四
一

O

O
内

線
二
五
四
有
線
②
O
八
三
二
)

十
月
三
十
一
日
か
ら
長
野
県
の
段
低

賃
金
が
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

た
だ
し
、
食
料
品
製
造
業
、
繊
維
産

業
、
機
械
金
属
製
品
な
ど
の
製
造
業
お

よ
び
自
動
車
桜
備
業
主
ど
九
業
種
は
そ

れ
ぞ
れ
別
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

長
野
県
最
低
賃
金
の
金
額
よ
り
下
回

っ

て
い
る
業
種
は
、
最
低
賃
金
法
第
七
条

に
よ

っ
て
自
動
的
に
、
長
野
県
最
低
賃

金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

〈
長
野
県
最
低
賃
金
〉

一
日

1
二
千
二
百
八
十
二
円

一
時
間

1
二
百
八
十
六
円

〈
お
閉
会
せ
〉

上
回
労
働
基
準
蛇
管
箸

(
宮
@
O
三

三
八
)

今
年
も
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た

が
、
毎
年
こ

の
時
期
に
な
る
と
労
働
災

害
が
多
発
し
ま
す
。

年
末
で
仕
事
量
が
噌
し
、

多
忙
を
き

わ
め
る
た
め
注
立
力
が
散
海
に
な
る
の

か
原
因
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
特
に
次
の

業
隔
地
に
惜別
わ
る
人
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
丘

し
ま
し
ょ
、っ
。

仁
事
故
が
別
加
し
て

い
る
山
叫
ん
以
来
、

残
業
の
多
く
な
る
梨
造
業
、
荷
動
き

の

忙
し
く
な
る
代
物
取
扱
業
、
や
尽
き

の
た

め
体

の
動
き
が
鈍
く
な
る
以
外
作
誌
や

林
業
関
係
。

労
働
災
害
は
も
ち
ろ
ん
、
年
末
は
な

に
か
と
公
ぜ
わ
し
く

い
ろ
い

ろ
な
災
刀

が
お
こ
リ
が
ち
で
す
が
、

み
ん
な
て・
川

意
し
、
一
家
そ
ろ

っ
て
楽
し
い
お
正
け

が
迎
、え
ら
れ
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う。

一 一' 日本券売公社・ 1

タ
バ
コ
は
上
田
市
内
で

買
い
ま
し
ょ
う

あなたの街です二自然です二

制倒伊
tJ/9r，J 

日
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